




























 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和７年 ７月 ３１日  

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所  長崎県諫早市津久葉町1883-43  

氏 名  ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ㈱    

長崎テクノロジーセンター 

  長崎TEC長 石川 良光  

電話番号 0957‐22‐7111   

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 
ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング㈱  

長崎テクノロジーセンター 

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諫早市津久葉町1883-43 

計 画 期 間 2025年4月1日～2026年3月31日  

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 製造業 

② 事 業 の 規 模 ウェハハンドリング面積/年：17,324,213m² 

③ 従 業 員 数 6,293名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
別紙－１ 参照 

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

別紙－ ２ 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和６年度）実績】       

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

排 出 量 別紙－３参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

別紙－３参照 

 

 

 

 

② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

排 出 量 別紙－３参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

別紙－３参照 

 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・大きくは９種類(汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラ、金属屑、ガラス屑、木屑、

水銀使用製品産業廃棄物)に分別し、固形物については、更に薬品等付着の有無によ

り細かく分別を行っている。 

・製造ラインから排出される廃液については、廃液系統の細分化を行っている。 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・産業廃棄物として排出している物について、有価物化を図って 

いくために、市場のニーズにあった分別を調査し検討していく。 

《有価売却可能な物質の単独回収》 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和６年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
別紙－３参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

別紙－３参照 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
別紙－３参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

別紙－３参照 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和６年度）実績】  

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
別紙－３参照 ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
別紙－３参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

別紙－３参照 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
別紙－３参照 ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
別紙－３参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

別紙－３参照 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和６年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

別紙－３参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

別紙－３参照 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

別紙－３参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

別紙－３参照 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和６年度）実績】  

産業廃棄物の種類 別紙－４参照  

全 処 理 委 託 量 別紙－４参照 ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
別紙－４参照 ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙－４参照 ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
別紙－４参照 ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙－４参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

別紙－４参照 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙－４参照  

全 処 理 委 託 量 別紙－４参照 ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
別紙－４参照 ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙－４参照 ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
別紙－４参照 ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙－４参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

別紙－４参照 

 

 

 

 

※事務処理欄   



別紙-１ 廃棄物処理フロー（第一事業所）

発生源 廃棄物分類

排水処理設備

純水製造設備

一般可燃ごみ

ガラスくず

無機性汚泥
（脱水前）

感染性廃棄物

事務所

診療所

処 理 ・ 処 分

無機性汚泥
（脱水後）

汚泥脱水施設

廃蛍光灯

排水

金属くず

純水

セメント原料

焼却施設 燃え殻（残渣） 埋立処分（管理型）

破砕・分別施設 金属回収

破砕・蒸留施設 水銀・ガラス・金属回収

焼却施設 燃え殻（残渣） 路盤材化

焼却施設 燃え殻（残渣） 埋立処分（管理型）

廃棄物処理の流れ 委託処理範囲

溶融処理

廃油

廃酸

廃アルカリ 焼却施設

焼却施設

燃料化

※助燃剤

中和処理
※中和処理後の汚泥

※カロリー抑制剤

洗浄液に利用 ※有価物

製造工程 破砕・分別施設 プラスチック原料

プラスチック原料化 ※有価物
焼却施設 ※助燃剤

廃プラスチック

原料化 ※有価物

埋立処分

下水処理水再利用設備
有機性汚泥
（脱水前）

有機性汚泥
（脱水後）汚泥脱水施設 堆肥化



発生源 廃棄物分類

排水処理設備

純水製造設備

一般可燃ごみ

ガラスくず

無機性汚泥
（脱水前）

事務所

処 理 ・ 処 分

無機性汚泥
（脱水後）

汚泥脱水施設

廃蛍光灯

排水

金属くず

廃プラスチック

純水

セメント原料

破砕・分別施設

焼却施設 燃え殻（残渣） 埋立処分（管理型）

破砕・分別施設 金属回収

プラスチック原料

破砕・蒸留施設 水銀・ガラス・金属回収

焼却施設

焼却施設 燃え殻（残渣） 路盤材化

廃油

燃料化

排気設備 廃油（IPA）

※排気中のIPA成分回収

溶融処理

※助燃剤

廃棄物処理の流れ 委託処理範囲

プラスチック原料化 ※有価物
焼却施設 ※助燃剤

廃酸 原料化 ※有価物

別紙-１ 廃棄物処理フロー（第二事業所）

製造工程

中和処理
※中和処理後の汚泥

廃アルカリ 焼却施設 ※カロリー抑制剤

洗浄液に利用 ※有価物

埋立処分



法定管理者

内部環境監査員SCK環境会議

⻑崎TEC
環境会議

⿅児島

環境推進ブロック

事務局︓ 安全環境部 ⻑崎安全環境課

TEC-EMS推進責任者︓TEC⻑

PM︓ サスティナビリティ推進室室⻑
Sub-PM︓総務副部⾨⻑

事務局︓安全環境部 環境業務課

議⻑︓TEC⻑

⼭形 ⼤分⽩⽯
蔵王

熊本⿅児島 ⼭形 ⼤分⽩⽯
蔵王

熊本⻑崎TEC
GM2025
推進PJ

GM2025推進ＰＪ

PM︓TEC⻑
事務局︓ 安全環境部 ⻑崎安全環境課
【活動内容】
①GHG（温室効果ガス）排出量削減
②廃棄物排出量削減
③⽔使⽤量削減
④VOC（揮発性有機化合物）排出量削減

EMS推進責任者︓総務副部⾨⻑

議⻑︓代表取締役

事務局︓SCK-EMS推進事務局

別紙ー２

・公害防⽌統括者および代理者
・公害防⽌管理者および代理者(⼤気)
・公害防⽌管理者および代理者(⽔質)
・⽔質管理責任者
・特別管理廃棄物管理責任者

⾼宮 ⻯⼀
・エネルギー管理者

SSEMSSEM東浦 東浦



別紙-３

現状（実績）
2024年度

計画（目標）
2025年度

現状（実績）
2024年度

計画（目標）
2025年度

現状（実績）
2024年度

計画（目標）
2025年度

現状（実績）
2024年度

計画（目標）
2025年度

現状（実績）
2024年度

計画（目標）
2025年度

廃油 ｔ 2,631.6 2,647.4 0 0 0 0 0 0 0 0

廃酸 ｔ 396.9 399.3 0 0 0 0 0 0 0 0

廃アルカリ ｔ 395.1 397.4 0 0 0 0 0 0 0 0

汚泥 ｔ 463,234.5 466,013.9 0 0 0 0 450,745.8 453,450.3 0 0

廃プラスチック ｔ 748.2 752.7 0 0 0 0 0 0 0 0

金属くず ｔ 57.6 57.9 0 0 0 0 0 0 0 0

ガラス陶磁器くず ｔ 110.1 110.7 0 0 0 0 0 0 0 0

木くず ｔ 3.3 3.4 0 0 0 0 0 0 0 0

水銀使用製品産業廃棄物 ｔ 2.3 2.3

合　計 ｔ 467,579.6 470,385.1 0 0 0 0 450,745.8 453,450.3 0 0

・金属くず、廃プラ、廃
酸、廃油を分別して、
有価物として引き取り
を行っている。
・環境マネジメントシス
テムに基づく改善活
動において、薬品の
投入量削減などを行
い、排出量の抑制を
図っている。

・産業廃棄物から有
価物への移行を継続
して検討していく。
・環境マネジメントシス
テムに基づく改善活
動において、薬品の
投入量削減などを行
い、排出量の抑制を
継続していく。

― ― ― ― ― ― ― ―

産業廃棄物
の種類

排出量
自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量

取組み内容

産業廃棄物の排出の
抑制に関する事項

自ら行う産業廃棄物の
再生利用に関する事項

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の量

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の量

単
位

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項
自ら行う産業廃棄物の埋立処分
又は海洋投入処分に関する事項



別紙-４

現状（実績）
2024年度

計画（目標）
2025年度

現状（実績）
2024年度

計画（目標）
2025年度

現状（実績）
2024年度

計画（目標）
2025年度

現状（実績）
2024年度

計画（目標）
2025年度

現状（実績）
2024年度

計画（目標）
2025年度

廃油 ｔ 2,631.6 2,647.4 2,631.6 2,647.4 2,627.6 2,643.4 0.0 0.0 4.0 4.0

廃酸 ｔ 396.9 399.3 396.9 399.3 396.9 399.3 0.0 0.0 0.0 0.0

廃アルカリ ｔ 395.1 397.4 395.1 397.4 395.1 397.4 0.0 0.0 0.0 0.0

汚泥 ｔ 12,488.7 12,563.6 7,992.1 8,040.1 7,753.9 7,800.4 0.0 0.0 0.0 0.0

廃プラスチック ｔ 748.2 752.7 713.2 717.5 35.0 35.2 0.0 0.0 713.2 717.5

金属くず ｔ 57.6 57.9 54.0 54.3 57.6 57.9 0.0 0.0 0.0 0.0

ガラス陶磁器くず ｔ 110.1 110.7 110.1 110.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

木くず ｔ 3.3 3.4 3.1 3.1 0.2 0.2 0.0 0.0 3.0 3.0

水銀使用製品産業廃棄物 ｔ 2.3 2.3 0.0 0.0 2.3 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

合　計 ｔ 16,833.8 16,934.8 12,296.1 12,369.9 11,268.6 11,336.2 0.0 0.0 720.2 724.5

優良認定処理業者
への処理委託量

取組み内容

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【2024年度に実施した取組み】

・全委託量の70%以上を再生または熱回収として利用し、
　リサイクルの取組みを行っている。

【2025年度に予定している取組み】

・再生または熱回収を行う業者に委託を継続して実施していく。

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

再生利用業者
への処理委託量

認定熱回収業者
への処理委託量

単
位

産業廃棄物
の種類

全処理委託量



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第二号の八 (第八条の四の五関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和7年 5 月 13日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

所

名

者出

住

氏

提

長崎県諫早市小野島町1500番地

大起建設 株式会社
代表取締役 宅島 壽晴
0957-22-6245電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 大起建設 株式会社

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諫早市小野島町1500番地

計 画 期 間 令和7年 4月 1日から令和8年 3月 31日 まで

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 06 総合建設業

② 事 業 の 規 模 完成工事高 718,489千円

③ 従 業 員 数 45名

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

工事現場 → 収集運搬業者又は自社運搬 処理業者

(日 本産業規格 A列 4番 )



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

排   出  量 〃 〃

① 現状 (これまでに実施した取組)

施工計画時に廃棄物の減量化を検討してきた。

別

紙

の

と

お

り

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

排   出  量 〃 〃

②計画 (今後実施する予定の取組)

継続して施工計画時に廃棄物減量化を検討する。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状
(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

Co殻、As殻、建設汚泥、廃プラ等

廃棄物毎に一時保管場所を設定する。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

Co殻、As殻、建設汚泥、廃プラ等

継続して廃棄物毎に一時保管場所を設定する。
②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類 無 し

自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量
t t

① 現状
(これまでに実施した耳叉組)

【目標】

産業廃棄物の種類 無 し

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和 5年度)実績】

産業廃棄物の種類 無 し

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量
t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
t t

(これまでに実施した取組)

【目標】

産業廃棄物の種類 無 し

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
t t

②計画

(今後実施する予定の取組)



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類 無 し

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

t t

① 現状

(これまでに実施した取組)

【目標】

産業廃棄物の種類 無 し

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

t t

②計画

(今後実施する予定の取組)

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり

全 処 理 委 託 量 別紙のとおり t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
別紙のとおり t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
別紙のとおり t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
Ot t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

Ot t

(これまでに実施した取組)

収集運搬および処理の委託契約を結び、マニフェスト伝票で管理す

る。



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり

全 処 理 委 託 量 別紙のとおり t

別紙のとおり t

別紙のとおり t

Ot t

Ot t

(今後実施する予定の取組)

継続して、収集運搬および処理の委託契約を結び、マニフェスト伝票

および電子マニフェストで管理する。

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

は)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

偲)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「一」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



















様式第二号の八 (第人条の四の五関係 )

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令不日7年 6月 19日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所 長崎市中里町2178番 地
氏 名 株式会社 たらみ 和田 富

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番 号  095-839-1111

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 株式会社たらみ 小長井工場

事 業 場 の 所 在 地 諫早市小長井町小川原浦 1690-1

計 画 期 間 令不日6年 4月 1日 ～令不日7年 3月 31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事 業 の 種 類 食料品製造業 (フルーンデザー トの製造)

②事 業 の 規 模 (令和 6年度出荷額) 19, 387, 243, 320円

③従 業 員 数 633名

④産業廃棄物の一連

の処理の工程
別紙の通り

(日本産業規格



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の拶F出の抑制に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙の通り

排  出  量 t t

① 現状

(これまでに実施した取組)

動植物性残澄 (果肉)については細かく粉砕し排水処理で処理する
ことにより拶F出量を抑制してきた。

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙の通り

排  出  量 t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

排水処理運転管理を専門業者委託により、高度な技術により排出量削

減に努める。及び、これまで実施している取り組みを継続して安定運

用する。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状
(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

排出される産業廃棄物については、その種類ごとに保管場所や容器を

区別して、分別の徹底を図つている。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

上記の取り組みを引き続き継続する。
②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行つた

産業廃棄物の量
Ot Ot

① 現状
(これまでに実施 した取組 )

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
Ot Ot

②計画
(今後実施する予定の取組 )

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類 余剰汚泥 缶詰シロップ

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量
Ot Ot

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
4728.lt 1221. 3t

(これまでに実施した取組)

缶詰シロップの飼料化を糸区続中

【目標】

産業廃棄物の種類 余剰汚泥 缶詰シロップ

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
Ot Ot

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
4873,49t

(今後実施する予定の取組 )

缶詰シロップの飼料化 (年間引取量の増加 )

中間処理を減少させることにより、排水負荷の低減

余剰汚泥発生の低減。

②計画
1129, 70t



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

Ot Ot
① 現状

(これまでに実施 した取組 )

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

Ot Ot
②計画

(今後実施する予定の取組 )

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙の通 り

全 処 理 委 託 量 t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
t t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t t

(これまでに実施した取組 )

年に複数回の現場視察により、安定運用されているかの確認



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙の通 り

全 処 理 委 託 量 t t

t t

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

処理状況把握、数量の管理。

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応 じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること

(3)④欄には、章該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによつて減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条の■第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼去「処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



令和6年度 産業廃棄物処理状況
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B==bl+b2+b3
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A

産業廃棄物
の発生量

混合廃棄物
(蛍光灯管 )

混合廃棄物
(乾電池)

混合廃棄物
(その他 )

合計

産業廃棄物の種類

余剰汚泥

廃酸(缶詰シロッフ
°
)

廃プラスチツク

金属

木製廃パレット

植物性残さ

※ ( )内の数値は処理計画における令和6年度目標



(単位 :t)令和7年度 産業廃棄物処理予測 (目標 )
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産業廃棄物の種類

余剰汚泥

廃酸(缶詰ンロッフ
°
)

廃プラスチック

金属

木製廃パレット

植物性残さ

中申物
，
棄
池
廃
電
合
乾
混
ｔ

物
，
棄
他
廃

の

合
そ
混
ｔ

合計

※ ( )内 の数値は前年度実績



(別添 )

製造工程および廃棄物発生フロー

水・液糖 。香料 果肉缶詰

プラスチック容器

梱包資材

嬢

缶・果肉リー液仕込

填・蓋シ

・梱

品

■イ ,ケ Ⅲ  II



対象廃棄物 保管場所 保管設備の種類・能力

辛朝 9暁水ケー∋ 工場敷地内 (排水処理場 ) 自立式ホッパー (10♂×2基 )

廃酸 (シロッフ
°
) 工場敷地内 ステンレスタンク (30だ×2基)

植物性残さ 〃 プラスチックカー ト

廃プラスチック 〃 工場内廃材庫

木製廃パレット ,テ ア′

産業廃棄物処理方法

a.保管

b。 収集運搬・処理

c。 中間処理

d。 最終処分

対象廃棄物 委託の有無 委託業者名

対象廃棄物 委託の有無 委託内容 委託業者名

汚泥 (脱水ケーキ)

有

収集運搬・堆肥化 (有)野口

(飼料化以外)

植物性残さ 収集運搬・堆肥化

(株)イ ケダ木製廃パレット 収集運搬・固形燃料化

廃プラスチック 収集運搬・固形燃料化

対象廃棄物 委託の有無 処理設備の種類・能力、委託業者名

潮 已 有
多重円板型脱水機 ;80kg‐ドライSS/h(当 事業場内/
処理業者 V「 ユーティリティーズサービス株式会社

廃酸 (ンロップ) 有 当事業場排水処理施設



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

  令和7年6月30日 

 

長崎県知事 大石 賢吾殿 

 

提出者                   

住 所 長崎市泉3丁目3番1号 

氏 名 竹下建設工業株式会社 

代表取締役 松川 正一 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 095-848-0912 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  竹下建設工業株式会社 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県長崎市泉3丁目3番1号  

計 画 期 間  令和7年4月1日～令和8年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類  総合建設業 

② 事 業 の 規 模  21.9億円/年 

③ 従 業 員 数  35人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

(日本工業規格 Ａ列４番) 

 

 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和6年度）実績】       
数量 優良認定業者 再生利用業者 認定熱回収業者 認定外熱回収業者

コンクリートがら 996.4 996.4

アスファルトがら 73.4 73.4

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず 36.2 3.2 33

廃プラスチック 35.0 9.1 25.9

金属くず 10.8 4.3 6.5

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず(石綿含有) 0.9 0.9 0

建設汚泥 4.9 4.9

紙くず 2.0 1.3 0.7

木くず 126.3 7.9 118.4

繊維くず 0.7 0.7

廃石膏ボード 3.4 3.4

管理型含む混合 5.7 5.7 0

管理型含む混合(石綿含有) 0.2 0.2 0

廃蛍光管 0.002 0.002

バッテリー(廃酸) 0.02 0.02 0

1295.922 32.62 1263.302 0.000 0.000計

種類

 

（これまでに実施した取組） 

分別・再生利用業者への処理委託の徹底、優良認定処理業者の利用 

② 計画 

【目標】分別の徹底 
種類 数量 優良認定業者 再生利用業者 認定熱回収業者 認定外熱回収業者

コンクリートがら 500.0 500.0
アスファルトがら 500.0 500.0
廃プラスチック 10.0 10.0 0.0
金属くず 10.0 10.0 0.0
建設汚泥 100.0 100.0
紙くず 10.0 10.0 0.0
木くず 100.0 50.0 50.0

計 1230.0 80.0 1150.0

（今後実施する予定の取組） 

分別・再生利用業者への処理委託の徹底、優良認定処理業者の利用 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・ｺﾝｸﾘｰﾄがら、ｱｽﾌｧﾙﾄがら、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず、 

 その他がれき類、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、金属くず、建設汚泥、紙くず、 

木くず 

・廃棄物仮置場内に置場の明示と分別の再徹底と再教育 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・ｺﾝｸﾘｰﾄがら、ｱｽﾌｧﾙﾄがら、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず、 

 その他がれき類、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、金属くず、建設汚泥、紙くず、 

木くず 

・廃棄物仮置場内に置場の明示と分別の再徹底と再教育 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和6年度）実績】 
数量 優良認定業者 再生利用業者 認定熱回収業者 認定外熱回収業者

コンクリートがら 996.4 996.4

アスファルトがら 73.4 73.4

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず 36.2 3.2 33

廃プラスチック 35.0 9.1 25.9

金属くず 10.8 4.3 6.5

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず(石綿含有) 0.9 0.9 0

建設汚泥 4.9 4.9

紙くず 2.0 1.3 0.7

木くず 126.3 7.9 118.4

繊維くず 0.7 0.7

廃石膏ボード 3.4 3.4

管理型含む混合 5.7 5.7 0

管理型含む混合(石綿含有) 0.2 0.2 0

廃蛍光管 0.002 0.002

バッテリー(廃酸) 0.02 0.02 0

1295.922 32.62 1263.302 0.000 0.000計

種類

 

 
 

  

 

（これまでに実施した取組） 

・優良認定業者への委託 

・再生利用業者への処理委託 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ② 計画 

【目標】分別の徹底、再生利用の推進 

種類 数量 優良認定業者 再生利用業者 認定熱回収業者 認定外熱回収業者
コンクリートがら 500.0 500.0
アスファルトがら 500.0 500.0
廃プラスチック 10.0 10.0 0.0
金属くず 10.0 10.0 0.0
建設汚泥 100.0 100.0
紙くず 10.0 10.0 0.0
木くず 100.0 50.0 50.0

計 1230.0 80.0 1150.0

 

（今後実施する予定の取組） 

・分別の再徹底と再教育 

・再生利用業者への処理委託の徹底 

・優良認定処理業者、認定熱回収業者の利用 

 

※事務処理欄   



様式第二号の八 (第八条の四の五関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和7年6V日

長崎県知事    殿

提出者

住所

氏名

長崎県長崎市若草町4番 32号エスポワール若草

大東建託株式会社  長崎 支店
支店長  伊東 康貴
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

095-840-0122電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 大東建託株式会社  長崎支店

事 業 場 の 所 在 地 長崎県長崎市若草町 4番 32号エスポワール若草

計 画 期 間 令禾日7年 4月 1日  から 令和 8年 8月 31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

業 の 種 類 D06 総合工事業

②事 業 の 規 模 4,825 百万円 (前年度完工高)

③従 業 員 数 41 人

汚泥   → 脱水・調質改良 → 改良土として再生利用又は埋立
がれき類 → 破砕 → 再生砕石として再生利用
廃フ
°
ラスチック→ 破砕、圧縮梱包 → 原料、燃料として再生利用

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

→ 埋立
属くず → 切断、破砕 → 原料として再利用
くず  → 圧縮梱包 → 製紙原料等として再生利用
くず  → 破砕 → チッフ°・燃料等として再生利用
ラスくず、ヨンクリートくず及び陶磁器くず → 破砕 → 再利用または埋立
木

!7,こ〕Iも′4

(日 本工業規格 A列 4番 )



2

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

汚 泥

t

状

汚 泥

t

産業廃棄物の種類 廃プラスチック

【目標】

産業廃棄物の種類 廃プラスチック

の

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

で

排   出  量 676.900   t

排   出  量 798,709   t

・古紙のゼロエミッションの取り組み。
・協力業者へ分別の指導・教育を実施。
・解体現場に於ける金属くずの産廃処理量を削減する。
・広域認定での再資源化促進。
・端材の有効利用による処分量削減。
・工場生産によるパネル化で現場加工を削減。

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

・電子マニフェストの導入。
・古紙のゼロエミッションの取り組み。
・協力業者へ分別の指導・教育を実施。
・解体現場に於ける金属くずの産廃処理量を削減する。
・広域認定での再資源化促進。
・端材の有効利用による処分量削減。

ラスチック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実施。

・木くず、紙くず、廃プラスチック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実施。
・分別推進看板の現場掲示。
・現場での作業員への直接指導。
・狭小現場での分別の仕組をつくる。

①現状

画

・木くず、紙くず、廃

産業廃棄物の分別に関する事項

て ヤゝ の

。分別推進看板の現場掲示。
・現場での作業員への直接指導。



(第 2面)-2

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

繊維くず 金属くず産業廃棄物の種類 紙くず 木くず

84.298  t排  出  量 t 748.050   t 0.986   t

【目標】

紙くず 木くず 繊維くず 金属くず産業廃棄物の種類

1. 104  t 99,468  t排   出  量 t t

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項



(第 2面)-3

【前年度 ( 令和 6年度)実績】
コンクリート破片ガラスくず、コンク

!〕 ― 卜くず及が陶磁
石膏ボー ド がれき類産業廃棄物の種類

154.800  t 560.328  t 3 88. tつF  出  量 t

【目標】

がれき類 コンクリート破片産業廃棄物の種類
カラスくア、コング
1)― 卜くず及び陶磁

石膏ボード

458.237   t34  t 182.657 t 60   t排  出  量

産業廃棄物のつF出の抑制に関する事項



(第 2面)-4

【前年度 ( 令和 6年度)実績】
/ス フアル ト・ コ ン
ク 1)― 卜積 片

【イョ綿宮石」ガラス
くず、コンク 1'― ト

【イil綿言石】廃フフ
スチック

【41消所ヨ4言 】Ю`てしさ

類産業廃棄物の種類

t t 38.480  t排   出  量 t

【目標】
【ね締含石】がれき
相

アスフアル ト・ コン
クけ― 卜破片

【在l綿奮石」刀フス
くず、コンクリー ト

【41涌冨有」魔 フフ
スチ ック産業廃棄物の種類

90.809   t t t 45.405  t排  出  量

産業廃棄物のりF出の抑制に関する事項



(第 2面)-4

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

混合 (安定型 ) 混合 (管理型)
水銀便用製品産乗溌
棄物 (蛍光管 )産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず

t tt t排  出  量

【目標】

【石綿含有】紙くず 混合 (安定型) 混合 (管理型)
フJく鉄イ史用裂品庫乗廃
棄物 (蛍光管 )産業廃棄物の種類

t t t排  出  量 t

業廃棄物の排出の抑制に関する事項



(第 2面)-4

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類 廃石綿

t t排   出  量 t t

【目標】

廃石綿産業廃棄物の種類

t t t〕F  出  量 t

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項



3

t t

t t

画

で

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

産業廃棄物の種類

の

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら行う産業廃棄物の中問処理に関する事項

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

自ら中間処理により減
量した産業廃棄物の量

t t

①現状
までに し

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

自ら中間処理により減
量する産業廃棄物の量

t t

画

の



4

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

②計画

t t

t t

で

産業廃棄物の種類

【目標】

産業廃棄物の種類

の

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

・木くず、紙くず、廃プラスチック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実施。
・分別推進看板の現場掲示。
・現場での作業員への直接指導。

汚 泥

状

0.000   t

0.000   t 5.950   t

382.500   t0.000   t

0 000   t 0,000   t

0.000   t 0.000   t

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

廃プラスチック

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

で

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者
への処理委託量

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

676.900   t

【前年度 ( 令和 6年度)実績】



(第 4面)-2
自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

t t t t

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

t ― t t t

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類 紙くず 木くず 繊維くず 金属くず

全 処 理 委 託 量 0.000   t 743.050  t 0.986  t 84.298  t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.000  t 124.300  t 0.000   t 0.000  t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
0.000   t 618.750 t 0,000   t 84.298   t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000   t 0,000  t 0.000  t 0.000  t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

0.000   t 0.000  t 0.000  t 0.000  t



4 -3

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

― t

一 t 一 t

t t t

t t

産業廃棄物の種類

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

1

t

t

t

128.000 t

0.000  t 151.552 t20.806  t

132.565 t 0.000  t 286.800   t

0.000   t 0.000  t 0.000   t 0.000  t

0.000  t0.000  t 0.000   t

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

0

0

0

石膏ボード がれき類 コンクリート破片

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

認定熱回収業者
への処理委託量

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

154.800  t 560.328   t 388.352  t

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への

処 理 委 託 量



4 -4

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

― t tt t

t tt t

産業廃棄物の種類

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

コ

0.000   t 38.480  t76.960   t 0.000  t

0.000  t 0.000  t 0,000   t23.680   t

0.000  t 0.000  t 0.000  t53.280   t

0.000  t0.000   t 0.000  t 0.000   t

0.000  t0.000   t 0,000  t 0.000   t

II
産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

ア

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

認定熱回収業者
への処理委託量

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への

処 理 委 託 量



(第 4面)-4
自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

t t t t

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

一 t t 一 t t

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず 混合 (安定型) 混合 (管理型 )

全 処 理 委 託 量 0.000   t 0.000   t 0.000  t 0.000   t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.000  t 0.000   t 0.000  t 0.000   t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
0,000   t 0.000   t 0.000  t 0.000   t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000   t 0.000   t 0.000  t 0,000   t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

0.000  t 0,000   t 0.000   t 0.000   t



(第 4面)-4
自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

一 t 一 t ― t ― t

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

― t ― t ― t ― t

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 ( 令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類 廃石綿

全 処 理 委 託 量 0.000  t 0.000  t 0.000  t 0 t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.000  t 0.000  t 0.000  t 0.000  t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
0,000  t 0.000  t 0.000  t 0.000  t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000  t 0.000  t 0.000  t 0.000   t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

0.000  t 0.000  t 0.000  t 0.000   t
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【目標】

廃プラスチック産業廃棄物の種類 汚泥

0.000   t 798.709   t

0.000   t 7.021 t

34   t0,000   t

t0.000   t

t

全 処 理 委 託 量

0.000   t

(今後実施する予定の取組)

。木くず、紙くず、廃プラスチック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実
施。
・分別推進看板の現場掲示。
・現場での作業員への直接指導。
。現場作業、現場加工の削減。

②計画

※事務処理欄



5 -2

【目標】

紙くず 木くず 繊維くず 金属くず産業廃棄物の種類

1 1 0 4 t 99,468  t0.000   t 876.763  t

146.668  t 00 t 0.000   t0.000  t

780,095   t 0.000  t 99.468  t0.000  t

0.000  t 0.000  t 0.000  t 0 t

0.000  t 0.000  t 0 t

全 処 理 委 託 量

0.000   t



(第 5面)-3
【目標】

産業廃棄物の種類
刀 フス くア、 コ ング
I〕 ――卜ぐず 帝 rド H衛磁

石膏ボード がれき類 コンクリー ト破片

全 処 理 委 託 量 151.034  t 182.657 t 661.160 t 458.237  t

0.000  t 24.550  t 0.000  t 178.824  t

0.000  t 156.420  t 0.000   t 279,418   t

0.000   t 0.000  t 0.000   t 0.000  t

0.000   t 0,000  t 0.000   t 0.000  t



5 -4

【目標】

アスファル ト・ コン
ク I)― 卜確 貯

【41綿宮有】ガラス
くず、コンク 1)― ト

【イ■X｀吊言石】廃フフ
スチック

【イ三l締冨 4羽 つ`てしさ

類産業廃棄物の種類

t 45,405  t90,809  t 0.000  t

0.000  t 0,000  t t27.941   t

t t t0 t

tt t t0

t t 0.000  t t

全 処 理 委 託 量



5 -4

【目標】

混合 (管理型)
水銀便用製品産莱溌
棄物 (蛍斗管 )【石綿含有】紙くず 混合 (安定型)産業廃棄物の種類

0.000  t 0.000  t tt

0.000  t t0 tt

tt 0,000  t t0

t0 0.000  tt t

0.000   t0.000  t t 0.000  t

全 処 理 委 託 量



5 -4

【目標】

廃石綿 0 0産業廃棄物の種類

0.000  t 0.000  t0.000  t t

t 0.000  t 0,000  t0.000  t

t 0.000  t 0 000  t0.000  t

0.000   t0.000  t t 0.000  t

0.000  t t t

全 処 理 委 託 量

t
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備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績 )、建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
間処理を行う1こ際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことイこよつて減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量
を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと
おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「一」を記入すること。

7 ※本閲は記入しないこと。



産業廃棄物処理計画内訳

0000

45.405

0,000

0000

0000

0000

0000

S,305,340

798709

0.000

876763

1104

99.468

151034

182657

661 16(l

45823フ

90809

0.000

③直接委託及び
自己処理後委託
処分量

0000

0,000

⑦自己中間処理

後自己埋立処分
又は海洋投入量

0.000

⑥自己中間処理
後再生利用量

α000

⑤自己中間処理
残さ量

0.000

④自己中間処理
皇

0,000

③自己直接埋立
処分又は海洋投
入量

0.000

②自己直接再生
利用

3,36S,340

661 160

458237

90,809

0,000

0000

45.405

0000

0.000

0000

0000

0.000

①産業廃棄物発
生量

0.000

798709

0000

876763

1 104

99468

151.034

182657

0.000

0000

38.480

0.000

0000

0.000

0.00C

0.00C

2,882.104

0.000

676900

0000

743.050

093G

84298

128.00C

15480C

560.32E

388352

76.960

前年度の産業廃
棄物発生量

水銀使用製品産業廃棄物 (蛍光管)

廃石綿

合計

金属くず

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず

石膏ボード

がれき類

コンクリート破片

アスファルト・コンクリート破片

【石綿含有】ガラス(ず、コンクリートくず及び陶磁器くず

【石綿含有】廃プラスチック

【石綿含有】がれき類

【石綿含有】紙くず

混合 (安定型)

混合 (管理型)

廃棄物の種類

汚泥

廃プラスチック

紙くず

木くず

繊維くず



産業廃棄物処理計画書

事業場の名称 大東建託株式会社 長崎支店

事業場の所在地 長崎県長崎市若草町 4番 32号エスポワール若車

①当該事業場におけ
る事業の概要

別添のとおり

②計画期間 令和 7年 4月 1日  か ら 令和 8年 3月 31日

③産業廃棄物の処理
に係る管理体制に関
する事項

別添 「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

④産業廃棄物の排出
の抑制に関する事項

別添 「特定排出事業者 の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

⑤産業廃棄物の分別
に関する事項

別添 「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

⑥産業廃棄物の再生
利用に関する事項

別添 「特定排出事業者 の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

⑦産業廃棄物の処理
に関する事項

別添 「特定排出事業者 の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

備考



殿

提出者

住所

氏名

電話番号

大東建託株式会社 佐世保支店

①事 業 の 種 類

②事 業 の 規 模 3,445

③従　業　員　数 35 人

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

　  令和　7　年　4　月　1　日　から　令和　8　年　3　月　31　日

0956-24-5923

　   廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
　　　その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事　業　場　の　名　称

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

様式第二号の八（第八条の四の五関係）

(第１面)

産業廃棄物処理計画書

令和7年7月2日

長崎県知事

大東建託株式会社　　佐世保 支店

事 業 場 の 所 在 地

計　　画　　期　　間

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

長崎県内の各工事現場（東彼杵郡、西海市）

長崎県佐世保市下京町１０番２号クレアール京町２Ｆ

　      Ｄ０６　総合工事業

汚泥　　　→ 脱水・調質改良 → 改良土として再生利用又は埋立
がれき類　→ 破砕 → 再生砕石として再生利用
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ → 破砕､圧縮梱包 → 原料、燃料として再生利用
　　　　　→ 埋立
金属くず　→ 切断、破砕　→　原料として再利用
紙くず　　→ 圧縮梱包 → 製紙原料等として再生利用
木くず　　→ 破砕 → ﾁｯﾌﾟ・燃料等として再生利用
ｶﾞﾗｽくず､ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず　→　破砕　→　再利用または埋立

（日本工業規格　Ａ列４番）

百万円（前年度完工高）

　　　　　支店長　　富田　雅之



- t 220.290 t

- t 160.741 t

①現状

②計画

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

 （管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

(第２面)

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類  汚泥

排　　 出　　 量

廃プラスチック

排　　 出　　 量

 （分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・木くず、紙くず、廃プラスチック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実施。
・分別推進看板の現場掲示。
・現場での作業員への直接指導。

 （今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・木くず、紙くず、廃プラスチック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実施。
・分別推進看板の現場掲示。
・現場での作業員への直接指導。
・狭小現場での分別の仕組をつくる。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

 廃プラスチック

【前年度（　令和　6　年度実績】

  （これまでに実施した取組）
・電子マニフェストの導入。
・古紙のゼロエミッションの取り組み。
・協力業者へ分別の指導・教育を実施。
・解体現場に於ける金属くずの産廃処理量を削減する。
・広域認定での再資源化促進。
・端材の有効利用による処分量削減。

 （今後実施する予定の取組）
・古紙のゼロエミッションの取り組み。
・協力業者へ分別の指導・教育を実施。
・解体現場に於ける金属くずの産廃処理量を削減する。
・広域認定での再資源化促進。
・端材の有効利用による処分量削減。
・工場生産によるパネル化で現場加工を削減。

産業廃棄物の種類 汚泥

・全社的な廃棄物処理に関する検討
　廃棄物の発生抑制、減量化、循環利用(再使用・再生利用)、適正処理
　の推進、計画的な廃棄物の管理運営を行う上で必要な事項を検討する。
・全社的な廃棄物処理方針の策定 
・廃棄物処理に関する各種事項の決定
・廃棄物処理計画の作成
・支店における廃棄物処理に関する検討
　廃棄物の発生抑制、減量化、循環利用(再使用・再生利用)、適正処理
　の推進、計画的な廃棄物の管理運営を行う上で必要な事項を検討する。
・支店における廃棄物処理方針の策定 
・廃棄物処理に関する各種事項の決定
・廃棄物処理計画の作成
・産業廃棄物管理票の交付、管理
・監督官庁への各種報告
・産廃協力業者に対する教育、指導
・委託契約の締結、契約書の管理
・その他関係する事項

支店（責任者）

支店（担当者)

本　社



6.420 t 423.610 t - t 14.690 t

4.685 t 309.099 t - t 10.719 t

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

(第２面)－２

【前年度（　令和　6　年度実績】

 金属くず産業廃棄物の種類  紙くず  木くず  繊維くず

産業廃棄物の種類 紙くず 木くず 繊維くず 金属くず

【目標】

排　　 出　　 量

排　　 出　　 量



46.000 t 54.540 t 258.408 t 131.128 t

33.565 t 39.797 t 188.555 t 95.681 t

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

(第２面)－３

コンクリート破片産業廃棄物の種類
ガラスくず、コンク
リートくず及び陶磁

石膏ボード がれき類

【前年度（　令和　6　年度実績】

がれき類 コンクリート破片産業廃棄物の種類

【目標】

排　　 出　　 量

ガラスくず、コンク
リートくず及び陶磁

石膏ボード

排　　 出　　 量



17.760 t - t - t - t

12.959 t - t - t - t

(第２面)－４

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

産業廃棄物の種類

【目標】

アスファルト・コン
クリート破片

【石綿含有】がれき類

排　　 出　　 量

産業廃棄物の種類
アスファルト・コン

クリート破片
【石綿含有】ガラス
くず、コンクリート

【石綿含有】廃プラス
チック

【石綿含有】がれき類
【石綿含有】ガラス
くず、コンクリート

排　　 出　　 量

【石綿含有】廃プラス
チック

【前年度（　令和　6　年度実績】



- t - t - t - t

- t - t - t - t

(第２面)－４

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（　令和　6　年度実績】

産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず 混合（安定型） 混合（管理型）
水銀使用製品産業廃棄

物（蛍光管）

排　　 出　　 量

排　　 出　　 量

【目標】

産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず 混合（安定型） 混合（管理型）
水銀使用製品産業廃棄

物（蛍光管）



- t - t - t - t

- t - t - t - t

(第２面)－４

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（　令和　6　年度実績】

産業廃棄物の種類 廃石綿

排　　 出　　 量

【目標】

産業廃棄物の種類 廃石綿

排　　 出　　 量



－ t － t

－ t － t

－ t － t

－ t － t

－ t － t

－ t － t

(第３面)

②計画

－

【前年度（　令和　6　年度実績】

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【目標】

 （これまでに実施した取組）

 （今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の種類 － －

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

－産業廃棄物の種類

①現状

【前年度（　令和　6　年度実績】

自ら中間処理により減
量した産業廃棄物の量

②計画

【目標】

自ら中間処理により減
量する産業廃棄物の量

産業廃棄物の種類 － －

－ －

 （これまでに実施した取組）

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

 （今後実施する予定の取組）

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類



－ t － t

－ t － t

0.000 t 220.290 t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.000 t 12.320 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

0.000 t 97.825 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0.000 t 0.000 t

(第４面)

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

 （今後実施する予定の取組）

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック

①現状

【前年度（　令和　6　年度実績】

①現状

【前年度（　令和　6　年度実績】

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 － －

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

－ －

 （これまでに実施した取組）

全 処 理 委 託 量

 （これまでに実施した取組）
・木くず、紙くず、廃プラスチック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実施。
・分別推進看板の現場掲示。
・現場での作業員への直接指導。



－ t － t － t － t

－ t － t － t － t

6.420 t 423.610 t 0.000 t 14.690 t

優良認定処理業者
への処理委託量

4.559 t 206.910 t 0.000 t 0.000 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

0.000 t 216.700 t 0.000 t 14.690 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

(第４面)－２

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

－

産業廃棄物の種類

－

【前年度（　令和　6　年度実績】

－ －

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

－ －

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

－ －産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【目標】

【前年度（　令和　6　年度実績】

木くず 繊維くず 金属くず

全 処 理 委 託 量

紙くず



－ t － t － t － t

－ t － t － t － t

46.000 t 54.540 t 258.408 t 131.128 t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.000 t 4.756 t 0.000 t 14.208 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

0.000 t 49.281 t 0.000 t 116.920 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

(第４面)－３

－

【目標】

－産業廃棄物の種類 －

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

【前年度（　令和　6　年度実績】

－ － －

－ －

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

ガラスくず、コンク
リートくず及び陶磁

石膏ボード がれき類

【前年度（　令和　6　年度実績】

コンクリート破片

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の種類



－ t － t － t － t

－ t － t － t － t

17.760 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

17.760 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

(第４面)－４

－ － －

【前年度（　令和　6　年度実績】

－

【目標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

－ －産業廃棄物の種類 － －

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

アスファルト・コン
クリート破片

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の種類

【前年度（　令和　6　年度実績】

【石綿含有】がれき類
【石綿含有】ガラス
くず、コンクリート

【石綿含有】廃プラス
チック



－ t － t － t － t

－ t － t － t － t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

(第４面)－４

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

－ － － －

【前年度（　令和　6　年度実績】

産業廃棄物の種類

混合（管理型）
水銀使用製品産業廃棄

物（蛍光管）

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

【目標】

産業廃棄物の種類 － － － －

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　令和　6　年度実績】

産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず 混合（安定型）

全 処 理 委 託 量



－ t － t － t － t

－ t － t － t － t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

(第４面)－４

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　令和　6　年度実績】

産業廃棄物の種類 － － － －

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

【目標】

産業廃棄物の種類 － － － －

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　令和　6　年度実績】

産業廃棄物の種類 廃石綿

全 処 理 委 託 量



0.000 t 160.741 t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.000 t 8.540 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

0.000 t 67.812 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0.000 t 0.000 t

②計画

【目標】

(第５面)

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック

※事務処理欄

 （今後実施する予定の取組）

・木くず、紙くず、廃プラスチック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実
施。
・分別推進看板の現場掲示。
・現場での作業員への直接指導。
・現場作業、現場加工の削減。

全 処 理 委 託 量



4.685 t 309.099 t 0.000 t 10.719 t

優良認定処理業者
への処理委託量

3.160 t 143.429 t 0.000 t 0.000 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

0.000 t 150.215 t 0.000 t 10.183 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

【目標】

(第５面)－２

産業廃棄物の種類 紙くず 木くず

全 処 理 委 託 量

繊維くず 金属くず



33.565 t 39.797 t 188.555 t 95.681 t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.000 t 3.297 t 0.000 t 9.849 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

0.000 t 34.161 t 0.000 t 81.048 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

(第５面)－３

【目標】

石膏ボード がれき類 コンクリート破片

全 処 理 委 託 量

ガラスくず、コンク
リートくず及び陶磁

産業廃棄物の種類



12.959 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

12.311 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

(第５面)－４

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の種類
アスファルト・コン

クリート破片
【石綿含有】ガラス
くず、コンクリート

【石綿含有】廃プラス
チック

【目標】

【石綿含有】がれき類



0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

(第５面)－４

【目標】

産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず 混合（安定型） 混合（管理型）
水銀使用製品産業廃棄

物（蛍光管）

全 処 理 委 託 量



0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

(第５面)－４

【目標】

産業廃棄物の種類 廃石綿 0 0

全 処 理 委 託 量



備考

1

2

3

4

5

6

7

　 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(第６面)

   前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

「―」を記入すること。

 　※欄は記入しないこと。

 　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

 　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

 　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には､製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）､建設業の場合における元請完成

　工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

　模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

　の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

　 当該年度の６月30日までに提出すること。



産業廃棄物処理計画内訳
整 理 番 号 ：

（単位：トン）

廃棄物の種類
前年度の産業廃

棄物発生量
①産業廃棄物発

生量
②自己直接再生

利用

③自己直接埋立
処分又は海洋投

入量

④自己中間処理
量

⑤自己中間処理
残さ量

⑥自己中間処理
後再生利用量

⑦自己中間処理
後自己埋立処分
又は海洋投入量

⑧直接委託及び
自己処理後委託

処分量

汚泥 0.000 0.000 0.000

廃プラスチック 220.290 160.741 160.741

紙くず 6.420 4.685 4.685

木くず 423.610 309.099 309.099

繊維くず 0.000 0.000 0.000

金属くず 14.690 10.719 10.719

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 46.000 33.565 33.565

石膏ボード 54.540 39.797 39.797

がれき類 258.408 188.555 188.555

コンクリート破片 131.128 95.681 95.681

アスファルト・コンクリート破片 17.760 12.959 12.959

【石綿含有】ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 0.000 0.000 0.000

【石綿含有】廃プラスチック 0.000 0.000 0.000

【石綿含有】がれき類 0.000 0.000 0.000

【石綿含有】紙くず 0.000 0.000 0.000

混合（安定型） 0.000 0.000 0.000

混合（管理型） 0.000 0.000 0.000

水銀使用製品産業廃棄物（蛍光管） 0.000 0.000 0.000

廃石綿 0.000 0.000 0.000

合計 1,172.846 855.802 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 855.802



事業場の名称 大東建託株式会社　佐世保支店

事業場の所在地 長崎県佐世保市下京町１０番２号クレアール京町２Ｆ

①当該事業場におけ
る事業の概要

別添のとおり

②計画期間
　  令和　7　年　4　月　1　日　から　令和　8　年　3
月　31　日

③産業廃棄物の処理
に係る管理体制に関
する事項

別添「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

④産業廃棄物の排出
の抑制に関する事項

別添「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

⑤産業廃棄物の分別
に関する事項

別添「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

⑥産業廃棄物の再生
利用に関する事項

別添「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

⑦産業廃棄物の処理
に関する事項

別添「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

産業廃棄物処理計画書

備考



様式第二号の八 (第八条の四の五関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和 7年  6月  18日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所 長崎県西海市崎戸町蛎渡郷 1517番地3

氏 名 ダイヤソルト株式会碑 呵〒 Ⅱ場
工場長 迎 俊則

(法人にあっては、名称及.次 Y気スた令氏名)

電話番号 095併35-2345

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 ダイヤソルト株式会社 崎戸工場

事 業 場 の 所 在 地 長崎県西海市崎戸町蛎浦郷1517番地3

計 画 期 間 令和7年4月 1日  ～ 令和8年 3月 31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 化学工場 (塩
。化成品製造業)

② 事 業 の 規 模 資本金 250百万円 令和6年度製品出荷額 6,680百万円

③ 従 業 員 数 207名

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

別紙 1、 2フ ローシートの通り

r雙字
_をプ1[li

凛

(日本産業規格



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙 4の通り 別紙 4の通り

排   出  量 別紙 4の通り 別紙 4の通り

① 現状
(これまでに実施した取組)

木くずに関してはパレットを木製からプラスチック製へ変更し減量

化を図っている。

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙 4の通り 別紙 4の通り

排  出  量 別紙 4の通り 別紙 4の通り

②計画 (今後実施する予定の取組)

前年度に同じ。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)
燃え殻、ばいじん、廃プラスチック類、木くず、がれき類(使用済蛍
光管、ガラス・陶磁器くず、紙くず、石綿含有廃棄物、混廃 (紙 iプ

ラ・繊維くず等)、 特別管理産業廃棄物 |         |

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

前年に同じ。②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量
t t

① 現状
(これまでに実施した取組)

特になし。

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

特になし。

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量
t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
t t

(これまでに実施した取組)

特になし。

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
t t

(今後実施する予定の取組)

特になし。

②計画



(第 4面 )

【前年度 (令和6年度)実績】

ばいじん産業廃棄物の種類 燃え殻

25。 93t59.92t
自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量① 現状

(これまでに実施した取組)

特になし。

【目標】

燃え殻 ばいじん産業廃棄物の種類

59.07t 25.56t
自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

【前年度 (令和6年度)実績】

(今後実施する予定の取組)

特になし。

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

別紙 4の通り産業廃棄物の種類 別紙 4の通り

別紙 4の通り別紙 4の通り

別紙 4の通り別紙 4の通り

別紙 4の通り 別紙 4の通り

別紙 4の通り別紙 4の通り

別紙 4の通り 別紙 4の通り

全 処 理 委 託 量

②計画

① 現状

(これまでに実施した取組)
・燃え殻については委託業者にてコンクリート原料としてリサイク

ル 。

・廃プラスチック類のうち、下部については委託業者にてリサイクル。
・木くずについては委託業者にてマ>リ アルリサイクル実施。
・使用済蛍光管については委託業者にて金属類・ガラス類を再資源化。



(第 5面)

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙 4の通り 別紙 4の通り

全 処 理 委 託 量 別紙 4の通り 別紙 4の通り

別紙 4の通り 別紙 4の通り

別紙 4の通り 別紙 4の通り

別紙 4の通り 別紙 4の通り

別紙 4の通り 別紙 4の通り

(今後実施する予定の取組)

これまでの実施と同じ。

※事務処理オ開



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の 6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行うている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

は)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 :(前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

偲)④欄にはⅢ当該事業場におぃて生ずつ産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことにようて減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」のオl調には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほが、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該ll弱に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれのオ「束]に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



別紙-1

原料海水

蒸気

出 荷

(182,600t/年 )

図-1塩製造工程フローシート
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月昭細i……2

2,234.55t/年

10.72t/

1.10t/年

8.18t/

15.79t/年

0.08t/年

廃棄物処理の流れ
委託処理部分の範囲

10.72

8.18

0.

年

33.1l t/年

19.57t/年

10.38t/年

25.93t/年
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塩製造工
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汚泥・廃塗料

燃え殻
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石綿含有廃棄物

ばいじん
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卵

珈

呻

呻

呻

ル
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イ
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図-2廃棄物処理フロTシート



房町ン紙-3
廃 棄 物 管 理 体 制

廃棄物管理の推進、指導

工場内協力会社

1.(株)崎戸運送
2.日本塩回送 (株)崎戸支店
3.(有)伸興テクノス
4.西部建設 (株)崎戸出張所
5。 (株)森電気計装工事
6.(株 )能工

工 場 長

副 工 場 長

IS014001管 理責任者

廃棄物管理規定の運用状況の評価、指導

公害防止管理者

1.環境分析結果と関連法律・条例を照合し、不適合がないか管理
をについ2.

最終処分場技術管理者

管理種別
1.燃え殻
2.ば いじん

酸

ア

廃

廃

管理種別

タレカリ

廃棄物管理責任者

廃棄物管理体制の維持・向上に資する諸施策の企画・実施

1.産業廃棄物管理体制、マニュアルの整備
2.産業廃棄物置場の名称別管理
3処理業者の選定・契約 。監査
4.契約書・マニフェスト等の管理
5.環境法規制の管理・通達
6.事故発生時の処置
7教育訓練の実施

廃棄物管理推進者

1.当 工場の廃棄物管理体制の整備、及び廃棄物管理業務に対する監理

2子会社・工場内協力会社における廃棄物管理の適正実施、指導

安全環境室長

廃葉物管理主任者

管理種別

1廃プラスチック   9そ の他一般廃棄物
2木盾
3.瓦礫類
4.保温材
5,廃蛍光管
6.ゴム層
7ガラス、陶磁器層
8. ・プラ・繊維



別紙-4

産業廃葉物の排出の抑制に関する事項

合計

2,43253t

合計

2,37125t

ばいじん

2593t

ばいじん

000t

特管汚泥
廉酷

000t

000t

廃乾電池

000t

廃乾電池

0.00t

汚泥・廃塗料

10.38t

汚泥・廃塗料

1023t

混廃(紙・プ
ラ・繊維くず)

1957

混廃 (紙・フ
ラ・繊維くず)

19,29t

紙くず

331l t

紙くず

3264t

石綿含有凝
糞物

000t

石綿含石屍
棄物

000t

保温材

818t

保温材

806t

ガラス・阿磁
器(ず

110t

ガラス・陶磁
器(ず

000t

便用済童光
管

008t

便用済重光
誉

008t

がれき

1072t

がれき

1057t

木くず

15,79t

木くず

1557t

屍フラステッ
ク輩百

7312t

廃ブラステッ
ク垣

7208t

燃え殻

2,23455t

燃え殻

2,20273t

産業廃棄物の種類

排出量

産業廃棄物の種類

排出量

現状

計画

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

合計

2,34668t

2.249,21t

2,23400t

合計

2,31326t

2,21718t

2,20219t

ばいじん

000t

000t

000t

ばいじん

000t

0.00t

000t

特管汚泥・

廃酸

000t

000t

000t

特管汚泥
廃醗

000t

0.00t

000t

廃乾電池

000t

000t

000t

廃乾電池

000t

000t

000t

汚泥・廃塗料

1038t

000t

0.00t

汚泥・廃塗料

1023t

000t

000t

混廃 (紙・フ
ラ・繊維くず)

1957t

000t

000t

混廃 (紙・フ
ラ・繊維くず)

1929t

000t

000t

紙くず

331l t

000t

000t

紙くず

32.64t

000t

000t

石綿含有廃
妻物

000t

000t

000t

石綿含石屍
華物

0_00t

000t

000t

保温材

818t

818t

000t

保温材

806t

806t

000t

ガラス・阿磁
器くず

110t

110t

000t

ガラス・陶磁
器くず

108t

108t

000t

使用済蛍光
省

008t

008t

008t

使用済蛍光
管

008t

008t

0,08t

がれき

1072t

10,72t

000t

がれき

10.57t

1057t

000t

木くず

1579t

1579t

1579t

木くず

1557t

1557t

1557t

屍フラステッ
タ麹

7312t

38.71t

4350t

屍フラステッ
ク類

7208t

3816t

4288t

燃え殻

2.17463t

2,17463t

2,174.63t

燃え殻

2,14367t

2,143.67t

2,14367t

産業廃棄物の種類

全処理委託量

優良認定処理業者への処理
委託量
再生利用業者への処理委託

認定熱回収業者への処理委
託量

認定熱回収業者以外の烈回
J▼券行ち当者への 几々翼奉子岳

産業廃棄物の種類

全処理委託量

優良認疋処理業者への処理
奉託号

再生利用業者への処理委託
日璽

認足熱回収業者への処理委
託量

認定熟回収業者以外の熱回
」7券行う輩者への ■々理奉子岳

現状

計画



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

  令和７年６月２５日 

 

長崎県知事 大石賢吾 殿 

提出者                   

           住 所 長崎県雲仙市小浜町南本町7番地22           

氏 名  宅 島 建 設 株 式 会 社 

                               代表取締役 宅 島 寿 孝                

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０９５７-７５－０２２２    

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称   宅島建設株式会社 

事 業 場 の 所 在 地   長崎県雲仙市小浜町南本町７番地２２ 

計 画 期 間   令和７年４月１日 ～ 令和８年３月３１日  

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 ０６ 総合工事業 

②事 業 の 規 模    売上高 ５，１３５，３５６千円 

③従 業 員 数      １０１人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

土木・建築・解体工事等 

①コンクリートがら 

アスファルトがら  →再生処理業に委託して、再生砕石として再資源化 

②木くず、金属くず →50ｋｍ以内に再資源化施設が場合は、再資源化施設

へ処理委託する 

 

 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

別紙１のとおり 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（６年度）実績】※別紙２のとおり       

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 
① 産業廃棄物の適正処理を確保するため、関連する法令、その他の規則を

遵守するとともに行政の環境施策に協力する。 

② 発生した産業廃棄物は自ら処理することを原則とし、処理業者に委託す

る場合であっても、収集運搬から処分に至るまで確認し的確に管理する。 

③ 最終処分量の削減、再生利用の拡大等について、数値目標及びその達成

時期を定め実施する。また、これら処理に関する目標及び計画は、定期的に

必要な見直しを行う。 

④ 廃棄物の処理について次に掲げる事項を実施し、また、関連会社にも必

要な指導を行う。 

発生抑制 ・発生抑制を考慮した施工方法を検討する。 

再生利用 ・作業所内及び他作業所での流用 

    ・再資源化施設への処理委託 

その他  ・処理業者と適正な委託契約を締結する。 

⑤ マニュフェスト伝票の管理を徹底する。 

②計画 

【目標】※別紙２のとおり  

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・木製型枠の使用抑制、鋼製型枠の使用推進 

・プレカット材使用の制限 

                   など 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

  ・各作業所において、廃棄物の分別ボックスを設け分別の 

徹底を図る 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

  ・分別ステッカーを作成し分別の必要性を認識させる 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（６年度）実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・特に実施していない 

 

 

 

②計画 

【目標】※別紙２のとおり  

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

実施予定なし 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（６年度）実績】※別紙２のとおり   

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・特に実施していない 

 

②計画 

【目標】※別紙２のとおり    

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

実施予定なし 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（６年度）実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

実施例なし 

 

 

②計画 

【目標】※別紙２のとおり  

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

実施予定なし 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（６年度）実績】※別紙２のとおり   

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

（これまでに実施した取組） 

委託基準に従って、産業廃棄物を委託できる業者を選定し、書面

による契約を実施している 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】※別紙２のとおり  

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

【今後実施する予定の取り組み】 

・再生利用、熱回収が可能である廃棄物は、再生利用、熱回収ができ

る業者へ委託する 

・可能な限り優良認定処理業者から選定する 

※但し、再生利用業者への処理委託量以外については、数値目標を

昨年度に引き続き定めない 

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１

教育・啓発 実施報告

処理計画の確認 実施報告

指導等

計画の周知徹底 教育・啓発

現場員・協力業者

管理体制

役　員

工事担当部門長

社員 作業所所長 監督官庁



別紙2

優良認定処理業
者への処理委託
量

再生利用業者へ
の
処理委託量

認定熱回収業者
への処理委託量

認定熱回収業者
以外の熱回収を
行う業者への処理
委託量

優良認定処理業
者への処理委託
量

再生利用業者へ
の
処理委託量

認定熱回収業者
への処理委託量

認定熱回収業者
以外の熱回収を
行う業者への処理
委託量

がれき類 2,886.6 2,886.6 199.5 2,473.3 0.0 0.0 2,600.0 2,600.0 300.0 2,300.0 0.0 0.0

ガラス・コンクリート・陶磁器くず 39.9 39.9 0.0 5.3 0.0 0.0 35.0 35.0 0.0 35.0 0.0 0.0

木くず 194.2 194.2 0.6 193.6 0.0 0.0 175.0 175.0 20.0 155.0 0.0 0.0

汚泥 144.0 144.0 0.8 143.2 0.0 0.0 130.0 130.0 20.0 110.0 0.0 0.0

混合物 137.5 137.5 0.5 0.0 0.0 0.0 120.0 120.0 20.0 100.0 0.0 0.0

金属くず 84.5 84.5 0.6 83.9 0.0 0.0 75.0 75.0 20.0 55.0 0.0 0.0

紙くず 160.5 160.5 0.5 160.0 0.0 0.0 145.0 145.0 20.0 125.0 0.0 0.0

繊維くず 3.3 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 3.0 0.0 3.0 0.0 0.0

廃プラスチック類 120.6 120.6 2.2 0.0 0.0 0.0 110.0 110.0 20.0 90.0 0.0 0.0

廃石綿等 0.7 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合　　計 3,771.7 3,771.7 204.7 3,059.3 0.0 0.0 3,393.0 3,393.0 420.0 2,973.0 0.0 0.0

排出量

【令和6年度実績】 【令和7年度目標】

排出量 令和7年度
全処理委託量

産業廃棄物の種類 令和6年度
全処理委託量



様式第二号の八(第八条の四の五関係)

(第１面)

産業廃棄物処理計画書

２０２５年６月２７日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者                  

           住 所 長崎県大村市溝陸町８１５    

氏 名 長工醤油味噌協同組合      

理事長 宮崎 太樹     

電話番号 ０９５７－５３－４６７８   

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 長工醤油味噌協同組合 大村工場

事 業 場 の 所 在 地 長崎県大村市溝陸町８１５

計 画 期 間 ２０２５年４月１日 から ２０２６年３月３１日 まで

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事 業 の 種 類 食料品の製造業（分類：１２００）

②事 業 の 規 模 醤油・味噌等の出荷額： ２８億７８００万円

③従 業 員 数 １３１人

④産業廃棄物の一連

の処理の工程

別紙のとおり

（醤油製造工程における廃棄物発生・処理フローシート）

（味噌製造工程における廃棄物発生・処理フローシート）

(日本工業規格 Ａ列４番)



(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

      

                   廃棄物等の処理費用管理

                   廃棄物等の書類管理

                   排水処理場の維持管理

                   廃棄物の現場全般管理

                   生産現場発生の廃棄物管理

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

① 現状

【前年度（  ２０２４ 年度）実績】      

産業廃棄物の種類 有機性汚泥 植物性残渣 他

排 出 量 ５４４０．４ ｔ ３２１．２６ｔ

（これまでに実施した取組）

・醤油の圧搾粕を飼料として継続的に出せるように保管管理

・原料処理工程での廃棄物発生の抑制

・製品製造工程での資材/容器の廃棄物発生の抑制

・生産不備による廃棄物/製品の返品による廃棄物の抑制

② 計画

【目標】（２０２５年度）

産業廃棄物の種類 有機性汚泥 植物性残渣 他

排 出 量 ５５００ ｔ ３３０ｔ

（今後実施する予定の取組）

・醤油製造工程の移送配管ロスによる廃棄物発生の抑制

・原料処理工程での廃棄物発生の抑制

・製品製造工程での資材・容器の廃棄物発生の抑制

・製品の返品による廃棄物の抑制

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・工場内の廃棄物分別と保管場所を周知する。

  別紙のとおり（廃棄物の分別 を参照）

②計画
（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・各職場内で 工場内の“廃棄物の分別”を徹底すること

総務部長

施設課

生産各課

総務課



（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

① 現状

【前年度（  ２０２４ 年度）実績】

産業廃棄物の種類     －        －    

自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量
－   ｔ －   ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類     －        －    

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
－   ｔ －   ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

① 現状

【前年度（ ２０２４年度 ）実績】

産業廃棄物の種類 有機性汚泥 －    

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量
－   ｔ －   ｔ

自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
４６３２．１２ ｔ －   ｔ

（これまでに実施した取組）

・排水処理場の汚泥脱水機の保守整備により脱水処理をの継続的

  運転を維持する。

・状況により排水処理場の汚泥を引抜き、産廃業者に処理委託

② 計画

【目標】 （２０２５年度）

産業廃棄物の種類 有機性汚泥 －    

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
        ｔ －   ｔ

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
４７００ ｔ －   ｔ

（今後実施する予定の取組）

・排水処理場の安定した維持管理を行い、余剰汚泥の原料を図る。

・排水処理槽の適正管理により、汚泥の引抜き量を低減する。



（第４面－１）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

① 現状

【前年度（  ２０２４  年度）実績】

産業廃棄物の種類 －    －    

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

－   ｔ －   ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 －    －    

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

－   ｔ －   ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

① 現状

【前年度（  ２０２４ 年度）実績】

産業廃棄物の種類 不燃物（がれき他）） 廃プラ

全 処 理 委 託 量 ２２ ｔ ７．３５ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
２２ ｔ ７．３５ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ

ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ

（これまでに実施した取組）

・味噌粕と原料粕の分別を確実に実施して処理業者の肥料化に

  協力する。

・空瓶やペットボトルは水洗いを行い、処理業者の再生利用に

  協力する。

・産業廃棄物管理票の取扱いを確実に行う。



産業廃棄物の処理の委託に関する事項   （４面－２）

① 現状
【前年度（ ２０２４ 年度）実績】

産業廃棄物の種類 屑瓶（空瓶）
有機性汚泥

（脱水汚泥)

全 処 理 委 託 量 ４．２４３  ｔ ３３０．８８ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
４．２４３  ｔ ３３０．８８ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ

① 現状

【前年度（  ２０２４ 年度）実績】

産業廃棄物の種類
有機性汚泥

（醤油廃液）

有機性汚泥

（液状汚泥）

全 処 理 委 託 量 ４５１ ｔ ２６．４ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
４５１ ｔ ２６．４ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ

① 現状

【前年度（  ２０２４ 年度）実績】

産業廃棄物の種類
無機性汚泥

（セライト粕）

無機性汚泥

（沈殿槽）

全 処 理 委 託 量 ７６．４ ｔ ４ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
７６．４ ｔ ４ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ



産業廃棄物の処理の委託に関する事項  （４面－３）

① 現状

【前年度（  ２０２４ 年度）実績】

産業廃棄物の種類
植物性残渣

（カツオ粕）

木屑

全 処 理 委 託 量 １８３．８７ ｔ ２．２ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
１８３．８７ ｔ ２．２ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ

① 現状

【前年度（  ２０２４ 年度）実績】

産業廃棄物の種類 醤油（小袋）ﾌｨﾙﾑ 有機物付着PETﾎﾞﾄﾙ

全 処 理 委 託 量 １．２２ ｔ ０．０ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
１．２２ ｔ ０．０ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ



産業廃棄物の処理の委託に関する事項  （４面－４）

② 現状

【前年度（ ２０２４ 年度）実績】

産業廃棄物の種類 有機物付着廃プラ

全 処 理 委 託 量 ３．０８ ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
３．０８ｔ －   ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ

② 現状

【前年度（  年度）実績】

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ



産業廃棄物の処理の委託に関する事項  （４面－５）

③ 現状

【前年度（  年度）実績】

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －  ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ

③ 現状

【前年度（  年度）実績】

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量
ｔ

ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ ｔ



産業廃棄物の処理の委託に関する事項    （第５面－１）

④ 計画

【目標】（２０２５年度）

産業廃棄物の種類 不燃物（がれき他））   廃プラ

全 処 理 委 託 量 ２１   ｔ ７   ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
２１   ｔ

７   ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

・産業廃棄物処理業者に委託する収集運搬から処分に至るまでの

  確認を継続的に管理する。

・処理業者との適正な委託契約を定期的に締結する。

・産業廃棄物の種類毎に、処理業者と取り決めた指定場所に

保管を徹底する。

※事務処理欄

⑤ 計画

【目標】（２０２５年度）

産業廃棄物の種類 屑瓶（空瓶）
有機性汚泥

（脱水汚泥）

全 処 理 委 託 量 ２   ｔ ４００  ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
２   ｔ   ４００  ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ



産業廃棄物の処理の委託に関する事項  （５面－２）

④ 計画

【目標】２０２５年度

産業廃棄物の種類
有機性汚泥

（醤油廃液）

有機性汚泥

（液状汚泥）

全 処 理 委 託 量 ３５０  ｔ １１  ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
３５０  ｔ １１  ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ

⑤ 計画

【目標】２０２５年度

産業廃棄物の種類
無機性汚泥

（セライト粕）

無機性汚泥

（沈殿槽）

全 処 理 委 託 量 ７０  ｔ ０  ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
７０  ｔ ０  ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ

② 計画

【目標】２０２５年度

産業廃棄物の種類
植物性残渣

（カツオ粕）
  木屑

全 処 理 委 託 量 １８０  ｔ ２ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
１８０  ｔ ２ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ         ｔ



産業廃棄物の処理の委託に関する事項  （５面－３）

⑥ 計画

【目標】２０２５年度

産業廃棄物の種類 醤油（小袋）ﾌｨﾙﾑ 有機物付着PETﾎﾞﾄﾙ

全 処 理 委 託 量 １  ｔ ０  ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
１  ｔ ０  ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ

⑦ 計画

【目標】２０２５年度

産業廃棄物の種類 有機物付着廃ﾌﾟﾗ   

全 処 理 委 託 量 ８  ｔ ０  ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
８  ｔ ０  ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ

③ 計画

【目標】２０２５年度

産業廃棄物の種類
無機性汚泥

（砂濾過材）

全 処 理 委 託 量 １０．０  ｔ ０ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
１０．０  ｔ ０ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ         ｔ



産業廃棄物の処理の委託に関する事項  （５面－４）

⑧ 計画

【目標】２０２５年度

産業廃棄物の種類 汚泥（還元銅･反応管）   廃酸

全 処 理 委 託 量 ０  ｔ ０  ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
０  ｔ ０  ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ

⑨ 計画

【目標】２０２５年度

産業廃棄物の種類 廃酸（有害）

全 処 理 委 託 量 ０  ｔ ０  ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
０  ｔ ０  ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

－   ｔ －   ｔ

④ 計画

【目標】２０２５年度

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 ０  ｔ ０ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
０  ｔ ０ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
－   ｔ －   ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ         ｔ



                  

（第６面）

備考

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

７ ※欄は記入しないこと。
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